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ABSTRACT:Itisindicated,accordingtothesympto-thermicmethodor

NaturalFamilyPlanning(NFP),thatthefertiletimebeginswiththedisap-

pearanceofdryness-feelingatthevaginalopeningand/Ortheappearanceof

moistness-feeling.

ItisdiAcult,however,thatordinarywomenrecognlZethecorrectdayof

drynessormoistness.Inordertoestablishthismethod,weexaminedmen-

strualcyclesoffemalestudents(averaged19.1yrs.)tofindwhetherplugwasthe

earlyslgnOffertiledays,

Outof141femalestudents119students(84AO/.)observedsometypesof

mucus,79% orthe119studentsdistinguishedbetweenmucusplugandcervical

mucus,and96.2% orthemwhoobservedmucusplugwereabletoassortsome

characteristicsortheplug.

は じ め に

わが国において実施されている避妊法1)は,

古典的受胎調節法が圧倒的に多い｡この古典的

方法の基礎は受胎期の正しい判断にある｡しか

るに,我が国の学校教育及び社会教育における

家族計画指導は,決して充分とはいえない 2'｡

その要因は方法の側にもあって,オギノ式法の

難解3)さや基礎体温法の困難さ,更にこれらに

よる避妊期間の長さが挙げられ,理論の無理解

･実施上の不徹底を招くものと思われる｡しか

し,近代的避妊法の副作用に対する危供は根深

く,古典的方法に対する需要は衰えないものと

推測される｡

京都大学医療技術短期大学部

CollegeofMedicalTechnology,KyotoUniversity
1981年5月受付,同年8月受領

一方,結婚を迎えようとする女性や不妊症の

婦人にとって,自らの妊学性の確認や促進は,

その抑制以上に差し迫った課題である｡

これらのことをふまえて,われわれは昭和51

年度より新入女子学生に対して,自らの体を理

解させるために,性周期に関する記録を実施さ

せて来た｡

この過程において,卵巣周期に伴う粘液徴候

から粘液栓を弁別することを試みている｡

粘液栓は,精子を受容するいわゆる頚管粘液

の増量に伴い,それに先立って脱出することか

ら,受胎調節の観点では,最少限の避妊期間で,

しかも精子の受精能力保持期間以前に排卵を予

知することができるものと考えられる｡ その形

状は頚管粘液より自覚されやすいと考えられる

が,いまだ,その観察法が確立されているとは

いい難い｡
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粘液栓に関す る独立 した報告はほとんどな

く,頚管粘液の時期的変化の中でとらえられて

いる｡ 五十嵐4) による月経周期区分の第 Ⅲ期,

Odeblad5'による postmenstrualperiodに認め

られる粘液に相当し,その組成や精子に対する

作用等化学的,生物学的研究が進められている｡

一方,女性が自ら観察する際の手懸 りは,

Billingsや R6etzerらNaturalFamilyPlanning

(以下 NFP と略す)の指導者に負うところが

多い｡ しかし,粘液栓の受胎期開始徴候として

の意義づけは酸味である｡

今後,粘液栓をより体系化 した形で受胎調節

に応用するためには,次の点を明らかにしなけ

ればならない｡

1. 粘液栓とは,どのようなものとして自覚

されるか｡

2. 形状は客観的で観察しやすいか｡

3. 粘液徴候の初発症状として出現するか｡

4. どれ程の女性に観察されるか｡

5. 頚管粘液の最終日 (ピーク徴候)6'と基

礎体温低温相最終日 (以下 lastday と記

す)のいずれよりも6日以上早 く出現する

か｡

6. 排卵終了後の粘液の実態｡

さて,われわれの対象とする女子学生は,入

学時年令19才で,後記するように基礎体温の松

本分類8'Ⅵ型とⅦ型の合計が50%を占める集団

であるため,排卵との時期的な検索には限界が

ある｡ そこで今回は,主として粘液栓の形状や

頻度,特性の出現順序など基礎的な検討を試み

ることとした ｡

調 査 方 法

調査対象は,昭和54･55年度の看護学科及び

衛生技術学科の新入女子学生とした｡

調査方法は,各々の年度において,入学時に

先ず,表 1の項目を内容 と した保健調査 を行

い,回収後に,性周期記録表による7ケ月間の

観察記録を実施させた｡記録表の裏面には表 2

のような記入方法と粘液の特性別表示番号を示

し,各科で約20分間の説明をした｡この粘液特

表1 保 健 調 査 項 目

1.生年月 日

2.身長

3.体重

4.初潮年月

5.最近 占ヶ月間の月超周常はどのようですか｡

ィ.ほほ並河 (25-38日以内) ロ.不宗則 ハ.無月潅

6.月凝血Jtはどのようですか｡

ィ.少ない方だと思う 口.普通 ハ.多い方だと思 う

7.月湛幹事がありますか｡

ィ.ほとんどない ロ./少しある ハ.激 しい方だと思う

症状 :

8.月蕪前緊張症 (月j陸が始まる前に現われる苦滞な症状)として

あなたの場合､どんな症状がありますか.

9.月範と月巌の中間期に､いつも見られる症状がありますか｡

10.これまでに､月巌の記録をしたことがあ りますか｡

ィ.はい ロ.いいえ

ll.基礎体温を計ったことがありますか｡

ィ.はい (a.二相性だった｡ b.一相性だった) ロ.いいえ

12.月耗周新とはいつからいつまでのことですか｡

13.排卵とはなにですか｡

14.排卵はいつころ起こりますか｡月範周期の卵塊で説明して下さい0

15.基礁体温で何を先】ることができますか｡

16.上記12-15の先I軸はどこで得ましたか｡

17.健康上のことで､話しておきたいことがあ りましたら書いて下さい｡

性の分類は,NFPの指導要綱 7)と51･52年度の

学生から聴取 した粘液の形状に関する表現を参

考として行った｡P(plugofcervialmucus)及

び m (cervicalmucus)に分類 し,分類不能の

場合には○印を記入させた｡いずれにしても,

おりものの中でも ｢ツル リとした感触と透明感

のあるもので 『粘液』と表現できそうなもの｣

だけを記録するよう強調した｡本論文では,頚

管粘液を排卵直前の粘液として狭義に用い粘液

栓と区別する｡

なお,今回の主たる報告内容とはしていない

が,この他に,性周期記録表によって関心を引

き出した上で,有志に対 して約6ケ月間,基礎

体温測定を加えて観察を継続させた｡55年度に

関 しては現在実施中である｡

結 果

回収率 :新入女子学生 219名中, 記録表提出

者は148名, 67.6%の回収率であった｡ この中

から, 正常月経周期 (松本8):25日～38日)が

観察期間中に1度もなかった学生 7名を除いた

141名を集計対象とした｡

対象 の属性 :入学時平均年令 と標準偏差は

19.0±0.9才,初潮年令12.7±1.0才,初潮後年

数6.3±1.3年,月経周期平均は30.6±7.6日で,
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表2

記 入 方 法 及 び 記 入 例

第 1段階

1. 月経開始日を.左端の初日欄に

記入すろ｡

2.その横の行に,開始 日以降の帝

の日付を所 に々記入しておく｡

3. 気付いた症状又は､ 日常行動の

変化を,その都度符号又は文字で

記入してゆく｡

4.噸考鰍 こは,生活で変った事や

記入できなかった理由など,何で

も記入しておく｡

5.40日以上の間期の方は,2周期

分を使用｡

例

第 2段階

1. 次の月経が初った日付を,次の

周期の初日欄に記入し,前と同様

にする｡

2.月軽前日は.前の周期の最終日

に当る｡境界線を,しろしておく｡

8.最終日に当る縦行の最上部の数

字をよみとり,｢周期｣欄に記入

する｡

4.補助ルーラーの ｢l｣を最終日

に合せて,排卵期に当る5日間に

一一･一･一を書 く｡

月経開始 7月21日, 8月15日

第 8段階 (任意記入)

1. 半年樫経過したら,それ迄の最

短 ･最長間期をもとに,受胎可能

親間を赤線でしろす｡

補助ルーラーを用いて,最短周

期の最終Elに lを合せてAに,最

長 周期の最終日に1を合せてBに

赤線を引けば,理論上の受胎可能

期間が得 られる｡

2. 最短 ･最長周期が,更新されれ

ば,赤線を書き攻める｡

月 経初 日 2845678910ll1213141516171819202122282456 9031

82 34568738890 局期 備 考7 月2/日 之 30lJ&// /C ′ 20

25 g野3t5-St9舶 三谷出 血 (⊃○0

0

腹 痛 ○
/.帯 下 7TB Pち 〇

乳 緊 ○ ○0 00()
そ の 他

いS

I)ら

日○出血-排卵

日に認めることがある｡○

腹痛･･･ 〝○乳繋-排卵後月程迄の期間に認め

ることが多い｡ ○帯下 (生卵の自身のような粘

液

性のおりものだけを記録する)(記号)p-精子を通さない子

宮口の栓 ,

ph)gofcer

vicalmucus(番号)I. 白くにごって半透明｡

2.排尿時に外陰部に数cnも

たれさがっている

03.入浴時に,外陰部に

べっとりと付着｡

I.チリ紙で拭き取ったとき

膜状に付着しているのを認める｡5.下着にひも状に付着

｡6.はがすことができ.ゴム

のように伸びる｡(以上,半透明と枯補佐を表わす) (記号)m-･精子を通す額管粘液｡c

ervicAlmucus(番号)t. 無色透明 (血液混入のこ

とあり)

2,外
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第10-90百分位範囲は23-39日であった｡

保健調査による記録開始前の,月経中間期の

おりものの観察者は17名,12･1%であった｡

なお参考として,対象者のうち,54年度生の

有志の測定した基礎体温の型別分類は図1のよ

であった｡

以下の集計は,回収周期756周期のうちの正

常周期547周期 (72･3%)に関するものを中心

としている｡1人の平均対象周期数は3･9周期

であった｡

1. 全粘液徴候の観察状況

何らかの粘液性帯下 (以下粘液という)を1

度でも観察した者は119名,84･4% (異常周期

を含めれば89.4%)であった｡また,1人の記

録周期中,粘液が観察された周期の割合は64･3

%であった｡

粘液徴候の出現時期をみると図2のとおりで

あった｡ヒストグラムを区切っているA･B2本

の線は荻野9'による排卵期の5日間である｡こ

の5日間を ｢排卵期｣,次回月経前17日以前を

｢排卵前期｣,ll-4日前を ｢排卵後期｣,3-1

54年度生197才
0 50 100(%)

松本によ80 50

100図 1 基礎体温型別頻

度目前を ｢月経前期｣と分類することとする｡

排卵期の1日当りの観察延周期数が最高であっ

た｡ちなみに付記した白いヒストグラムは,

異常月経周期を含むもので,排卵後期以後の割合

が多く,また

排卵前期にも30日以上にわたって出現

していた｡2. 粘液の種類及び特性と

その出現時期1) 粘液の種類の判別状況と出現時期粘液観察者の79.0% (調査対象者の66･7%),

94名が粘液の種類を判別した｡pを記録した者は79名,66.4% (56.0), m を記録した者

は63名,52.9% (44･7)であった｡
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は434日,29.3%,mの出現日は407日,27.5%

であった｡pとmとが同日に記録された日が2

日あったが,付随的に記録された方を消去し重

複のないようにした｡

pとmを区別できなくて○印で記入された日

は641日,43.3%であった｡ 判別の困難さを出

頭延日数に対する○印の率 (図3)でみると,

月経前期が一番多く75%であり,排卵期以前は

37%強であった｡

更に p群とnl群の出現状況を比較してみる

と,pは排卵前期に多く,mは排卵期及び排卵

後期に多かった｡各期のm を100としたとき,

pは排卵前期には247,排卵期には78,排卵後

期は60,月経前期は200であった｡

pとmを各々取り出して時期別に配列すると,

図4及び図5のとおりとなった｡

pの平均出現時期は次回月経前15.1±5･6日

で,次回月経前13日から19日を上底とする台形

を形成していた｡また,次回月経前4日に谷が

みられた｡

mの平均出現時期は次回月経前13.0±4.5日

(%)

排
卵
前
斯

図

排

卵

期

排
卵
後
斯

3時期別粘 液判別状況

月
j

経前期 32 30 28 26 24 22 20 18 16 14 12 10 8 6 4

2 (日)次回

月鹿前日救図4 P群粘液の出

現時期で,モードは月経前14日であった｡

モードを頂点とするピラミッド型を形成してお

り,排卵後期の減少カーブはなだらか

であった｡2) p群粘液とm群粘液の特性

の出現時期前記のpとmの分類ができた者は

,更に各々の特性を記録した｡1回でも特性を

表示した者の率は,p観察者の96.2%,m観察者の

88.9%であった｡しかし出現日では,特性

の表示がされているのはp延日数の85.7%,mの66.1%で

あった｡さて,pの6特性,mの5特性の出

現時期を,次回月経前日数の平均で表現してみ

ると図6となった｡ p群では p5(ひも状に付

着)が最も早く,p2(下垂)が一番遅かったが

m群のどの特性よりも

早かった｡m 群の最早期症状は m 4 (糸を引

く)で,義終は m 3 (水っぽくすべすべした感じ)で

あった｡
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次回月j陸前日数図6 粘 液 特 性 別

出 現 時 期各群で最も早期の症状 p5

とm4の出現時期の差は4.7日であり,p群最終

のp2とm4の差は0

.9日であった｡出現時期の平均ではp群は

m群より早かったが,図3でみるように,pは

排卵前期のほか月経前期にも多く,m群は排卵

期のみならず排卵後期にも多かったので,その

特徴を調べるために,各々の特性別に4つの時

期に出現する比率を

示した (図7)0p群の特徴

である排卵前期の比率の大きいもの

は p5(ひも状)と,p6(は

がすことができ,ゴムのように

伸びる)で,共に50%を越えて
いた｡月経前期に出現する割合の

高いものは pl(白くにごって半透

明)であった｡図8には,

4っの時期に現われたp群粘液

総数に占める各特性の割合を示

した｡排卵前期には,各特性が

平均的に現われているが,月経前期では,pl(自

P5

P6

P3

P4

PIP2 萄)とp2(下垂)で約80%を占め

た｡p5(ひも状)は他の特性と比較して,

絶対数としても排卵前期に多いこ

とが認められた｡3

) 粘液の初発症状粘液徴候の開始を白覚させ

るものは何であるかを知るために,各周期の初

発特性を調べた｡図9の左側のヒストグラム

は,特性別の初発周期数である｡また,右には

1っの特性が出現した周期数の中で,それが初発

症状であった率50
100 (%)●●●●●

●●●●亡 r･･/･:/･･/･･.二･I.･.i:i:i:i:･:･:･:函

N4

N2

NIA(3

⊂:コ 排卵前
期匹ヨ 排 卵 期

匹詔 排卵後斯

■l『 月庖前額図7 時 期 別 出 現 頻 度
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を示した｡但し,初発症状がすべて排卵前期ま 実数では,p群とm群の特性間にやや混同が

たは排卵期に出現したということではない｡こ みられたが,初発率ではp群とm群間に差が認

れについては後記する｡

◆●

排

卵
前
期

図

排

卵

期

排
卵
後
期

時期別P群特

性割合材発周期数

月経前期

P4 (膜状)

pl伯 衛)p2

(下垂)p

5(ひも状)M

2庖 り気)F6
(はげる)p3

(入浴時)Af
3
(水棲)

M
l
(透明)

められた
｡p
群の中 で一番低率のp3(入浴時

に外陰部にべっとり付着)は,m
群の中で一番

高率のm2(外陰部が湿った感じになる)より

有意に早く出現するといえ た(Ⅹ2-6.
259

,
p<

0
.
02)
｡

3
.
粘液栓の観察率

前記のpの特性を持つものはすべて粘液栓と

みなして,
期間中その特性を1度でも記録した

者の数を調査対象数に対する割合として観察率

を示した(図10)
｡p2
(下垂)が最も高く31
.
9

%であった｡
尚m群の最高観察率はm2(湿っ

た感じ)で32
.
6%であった｡
さて,
粘液栓が脱出する過程のいずれかを観

察できればよいわけだから,p
群の何らかの特

性を記録した者を調べた結果,
53
.
9%の者が粘

液栓経験者であることがわかった｡
但し
,
粘液栓の意義に関連して,p
群粘液を
,
初発症状としては観察できなかった者,
及び初

発症状でも排卵後期においてしか経験できなか

った者を除外した結果 ,49.6%の者が有効な時

各特性出現周期中の初発率図9 粘 液 特 性 の 初 発 頻 度
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図10粘液特性別観察率

期に粘液栓を観察できたことになり,
特性の表

示のないpを含めれば51.
8%となった｡

考察

頚管粘液は不妊症の診療に広く用いられてい

るが
,
NFPでは,これを家族計画の目
的に活用

している｡単独法としてはBillingsら
6'の排卵

法な どがあり
,
併用法にはR6etzerとKeefe

7)

らの提唱する徴候体温法等がある｡
徴候体温法は
,
排卵法や基礎体温法等を併用

したもので,
排卵日の二重チェックによって基

礎体温法より高い避妊率を得ている7
)

｡

さて,
粘液徴候を家族計画に用いる場合のポ

イントの1っは,
排卵の終了を判断するためで

あり
,
他の1つは,
受胎期の開始つまり排卵の

予測に用いることである｡

前者に関して,
排卵法では｢透明で伸張性の

ある生卵子の自身のような滑らかな｣頚管粘液

のピ-ク徴候が過ぎた4日以降を安全期とし

ている｡
徴候体温法7)では,
ピーク徴候後で

あれば
,
基礎体温が連続3日目の高温を示した

夜は安全であると教えている｡Thyma
lO'や

R6etzer&Keefe
7)らかこの二重安全確認法を

すすめるのに 対して,
Billingsら
6'は
,
｢体温記

録を参照することは排卵時のおおまかな考え方

がわかるだけで,
時には全く惑わすものとなる

かも知れない｣と主張して対立している｡

いずれにしても,ピ

-ク徴候はエストロゲンピーク4'を背景とし

て頚管粘液量は最高となるから,婦人が最も自覚しやすく,その翌日はエ ストロゲンの急激な減少によって頚

管粘液は観

察されなくなる｡一方,ピーク徴候以後の急

変とちがって,どーク前には数日間の精子受容性粘

液が自覚され●●る｡ しかし, ｢卵

白状または透明な粘液が1日● ●だけ

現われる時には,その日が最終日 (ピーク徴候)7'｣であるといわれる
ように,排卵直前まで,頚管粘液は観察されな

いこともあるのである｡従って,この粘液のない,し

かし最も受胎しやすい時期を ｢湿った感じ｣

7'で判断する必要があ

るのである｡ここに,排卵日の予測の困難さと,重要性

が再認識され,粘液栓の役割が期待されるので

ある｡さて,受胎期の開始徴候として粘液

栓はどのよにみなされているか｡Billingsら6' は,その著 ｢図説排卵法｣の中

で ｢子宮頚管に栓のように置かれていたひとか

たまりの不透明の粘液が自覚されるかも知れない

｡もしその栓に気付いたら,それはピーク徴候

でなく,むしろ粘液徴候の始まりである｣と云っている｡ しかし同じ著書の中で ｢不妊性

の型の粘液｣として,｢ねぼりがあり, 不透明でべたつ

いており,固まりやすく,はげやすく,もろく,糸を引きやすい性

質をもつ粘液｣,つまりおそらくは粘液栓を定義し

ている｡しかし, Billingsはその後 1976年に, それまで ｢不妊性の型の粘液 (infertiletypemtト

cus)｣と表現していたものを ｢妊娠する可能性

の低い粘液 (lessfertilety

pemucus)｣と改めている7)｡

粘液栓は本来,精子の子宮内への通過を阻止するものである5)から,不妊の粘液と認識され

るのは自然であるが,それが脱出すれば,精子

の子宮内侵入は容易となり,排卵までに時間は

ある

が,稀には妊娠も起り得るわけである｡従って,この粘液は ｢妊娠
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明で糸を引く粘液｣も,妊娠する可能性がある

という点では一緒に扱われている｡ そして,月

経後の不妊期は ｢外陰部の乾燥した感じが積極

的に認められる日｣のみであるという点で一致

している｡

しかし,この乾燥 した日を感じられる人は,

R6etzer7)によればゲルマン民族の1/3であり

決して多いとはいえない｡また,ThymalO'は,

｢白色または黄色味を帯びた粘り気のある粘液｣

の時点では,｢湿った感じではない｣といってい
る｡ 以上のことから,受胎期の開始時期におけ

る粘液栓の位置づけは,解明しつくされた問題

とはいえない｡若し,粘液栓の出現時期が,｢湿
り気を感じる日｣または ｢乾いた感じのなくな

った日｣より遅れることがなければ,粘液栓の

形状は遥かに客観的で気付きやすく,家族計画

に広く利用できるものと思われる｡

では,調査結果の考察にもどることとする｡

1. 調査対象の属性について

初潮年令は12.7才であるから,松本8' (1962)

の12.9才より早 く,玉田12)の調査 (1978)によ

る看護学校1年生 (本調査と同年代)の12.3才

より遅い｡

初潮後の年数は5年以上経過しており,一応

成熟期に達していると判断できるが,月経周期

の第10-90百分範囲は23日～39日で,松本の正

常範囲を越えている｡ 過短周期に関しては排卵

期出血も考えられるが,基礎体温測定を併用し

ていないので削除せざるを得なかった｡月経周

期の平均は30.6日で,松本8)による正常排卵周

期の平均30.96日に近似であった｡

一部の調査対象者の基礎体温の型をみると

(図1),松本8) による13-19才群と,20-39才

群の中間の傾向を示す｡ Ⅰ型に関しては成熟婦

人と同率であるが,無排卵型のⅦ型は5.6倍,黄

体機能不全型のⅥ型は5.8倍であり,これは13

-19才群よりも多い｡しかし,松本12) (1967)

の初潮後4年以上の10代の女性のⅥ型53%より

は少なかった｡いずれにしてもこのことが,図

2･3･5･6･7の粘液徴候の排卵後期への

ずれ込みをもたらしているものと考えられる｡

2. 全粘液徴候の観察状況

R6etzer13) は,頚管粘液の観察率は93.3%で

｢妊娠可能性の低い粘液｣のみを観察した者を

加えると,95.2%であったと報告している｡

今回の調査結果は,R6etzerの報告には及ば

ないが,基礎体温変化の未熟性に比して満足す

べき結果であったと思う｡記録前には12%の観

察率であったことと比べると,観察記録の効果

が認められた｡

観察者1人の記録期間中の粘液の出現率64.3

%は,実用化には充分な率とはいえなかった｡

しかし,学生の観察状況を見ると,記録開始後

暫くと,回収約1ケ月前に記録状況を尋ねて勧

奨して以後,良好となっている｡ 残念ながら,

最後の周期途中で回収となり集計対象とならな

いものが多かった｡このことから,継続的な動

機づけができれば観察率の上昇を期待できると

いえる｡

集計対象を正常周期に限定した結果は,粘液

徴候の出現範囲の縮少として現われたと思われ

る｡さらに,排卵型の基礎体温周期にしぼって

表現すれば図11のような結果となる｡ これは,

本調査対象の54年度生の記録に,52･53年度の

ものを加え,その中からⅠ型からⅤ型までの正

常排卵型のみを選んで,粘液の出現状況を見た

ものである｡ 排卵後期の粘液出現頻度は図2よ
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りも少なく,五十嵐4) による頚管粘液の分布図

により近い型が得られた｡異なる点は,粘液栓

の追加によって,ピークが lastdayの2日前

に前傾していることと,月経前期に小さな山が

みられることである｡

Billingsら6'が指摘するように,基礎体温の

測定を始めると,粘液の特性観察率が顕著に減

退するので,粘液栓の時期的検討を基礎体温の

変化と併せて実施する段階に至っていない｡今

後の避けることのできない課題である｡

3. 粘液特性と観察時期

粘液の特性をpとmに最初から分けて定めた
ことについては,プレテス トを基礎にしたとは

いえ妥当性に欠けたのではないかと思われる｡

例えば,同一日にpとmを記入して除外された

2例をみると,ml(透明)とp4(チリ紙に膜状

に付着)を組み合せており,経験的にも将しく

同一のものと考えられる｡ pの特性項目の中

で,｢入浴時｣(p3)に出現する粘液や, チリ紙

に ｢膜状｣に付着する粘液は,多くの場合透明

で,今回の調査でもp3が pl(白濁)と共に観

察された日は1日もなかった｡p2(下垂)がpl

と併記されているのが26.8%もあるのに対して,

plと p4の同時出現は8%弱であった｡ この

ような傾向は調査前にも認められていたので,

p3,P4が果して粘液栓なのか決しかねていた｡

粘相性と早発性の点でp群に分類したが,個々

の特性をp群とm群に分けないで,すべての特

性を通し番号で表わし,自由に組み合わすこと

ができれば,より適確に粘液像をとらえられた

かも知れない｡また Nofziger14' の云 うよう

に,粘液を2種類に分けるのではなく,slightly

fertile(earlymucus),fertile及び extremely

fertileの3種類に分類することの妥当性を示唆

するものである｡

ともあれ,図6による大まかな集計によれば,

p群粘液の分布が排卵期の前後に亘っているに

かかわらず,統計的には,m群に先行するp群

の特徴が現われ,pとmの特性分類は,一応妥

当であったと思われる｡

さて,個々の特性の出現時期の特徴を検討し

てみたい｡

Keefel5' は,｢Thisplugendsupultimately
atthevulvaasastrlng about2or3cm

long｣と述べている｡下垂状態で観察されるの

は粘液栓の最後の形状であるという点では,今

回の結果と一致しているが,図7･8でみられ

るように,月経前期粘液の主な特性であること

は意外であった｡

著者ら16)はかつて,p2(下垂)のみを粘液栓

として基礎体温変化と比較した｡ これによれ

ば,p2の記録周期中の出現率は60.9%で,也

現時期は lastdayより6･1日前,標準偏差を引

くと3.9日早く出現したことになる｡ 松本8) に

よれば,排卵日は lastdayの前後各2日の問

に起るから,精子受精能力保持期間3日を加え

れば,lastdayの6日以前または,5日前の朝

までに受胎期の開始に気付かねばな らない｡

R6etzer13) は,月経周期6日目以降の最終不妊

日を決める方法として, ｢最初の高温日マイナ

ス7日｣を示し松本と同じ見解に立っている｡

一方五十嵐4) は,｢排卵の75%は低温相の最

終日に,25%は高温相初日の夜明けから朝まで

に起ると考えても大過ない｣といっている｡下

垂する粘液は,看護婦が女性患者の便器交換時

に発見することがある｡安静と早朝検温という

条件下にあるので,lastdayまでの日数に注意

を払うことが望まれる｡

いずれにしても,p群の他の特性は p2より

早期に出現するので,排卵予知の安全性につい

て期待を持つことができる｡

次にKeefeの表現する ｢asastring｣につい

てであるが,図6･7･8･9により早期徴候

の代表的特性 とみなされる p5(下着 にひも状

に付着)と同一に扱わぬ方がよいと考える.

さて,p3(入浴時に),p▲(膜状)に関して

は,前述のように透明度の点で頚管粘液との区

別がつきにくい｡Keefeが粘液栓と指摘してい

る pl(白濁)･p2(下垂)の出現時期と比較す

ると, 図6･7によりp3,p4がより早期に出

現することが認め られる｡ 粘液栓 pを early

mucusと fertilemucusとに区別すれば,pS,P4

-77-
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はfertilemucusに分類できようが,その場合

pl,p2も同様に扱うべきだろうか｡

ここで表2に帯下として ｢生卵の白身のよう

な粘液性のおりもの｣と表現していることにつ

いて述べなければならない｡ NFPでは egg

whitemucusは最も受胎しやすい時期の粘液を

表現しているのに対 して,われわれはより広義

に用いている｡我々は排卵直前の頚管粘液を

｢卵を割って器に移したあと,殻の中に残って

いる水っぽい,細い糸を引く白身のよう｣と説

明しているが,これはKeefe7'の言う ｢風邪の

最初の頃の鼻水のよう｣に相当する｡卵黄をと

りまく卵白は,容易に二分できない密度を持っ

ているし,わずかに白濁していることもある｡

これを皿に受けた場合には立体状となり,丁度

粘液栓が浴室のタイルの上に落ちて (p3が体

から離れて)水に流れないでいる状態に酷似し

ている｡

しかし,p5や p6まで卵白状と表現するのに

は無理があるので,今後粘液を細分する過程で

検討して行きたい｡

Billingsら6) の云う ｢はげやすい｣という表

現は我々の p6(はがすことができ, ゴムのよ

うに伸びる)に相当するものと思われる｡ この

ような動的な表現は,Keefe7) の云う下垂の描

写程度で, NFP の粘液表現の中では極めて

稀な表現である｡それは,指導者の多くが男性

の医師であるためではなかろうか｡われわれは

これに, ｢入浴時に外陰にべっとり付着 (p3)｣
したり, ｢下着にひも状に付着｣するのも粘液

栓の一つの姿であることを付加することができ

た｡ この他に, ｢むくむくと下ってくるのがわ

かる｣とか, ｢水洗便所の水に, 固りとして沈

む｣という表現が観察者からなされている｡一

般に頚管粘液と違って粘液栓は, ｢しっかりと

付着しているので頚管から離れに くいもの｣7'

であるから,観察されるのは,離れやすい一定

の条件が加わる時に多 い ｡ その意味で,排尿後

の子宮収縮によって出現する場合が多い｡入浴

時,かかり湯の際に観察されるのは,全身の皮

膚への寒冷刺戟が,平滑筋としての子宮筋の収

鮪を誘発するものと思われる｡

最後に m2について触れたい｡今回はいわゆ

る頚管粘液については詳しい検討をさけたの

で,牽糸性やしだ葉状結晶4'が,医師が頚管か

ら直接採取した時のように鮮明に婦人に観察さ

れ得るか等の課題を残している｡ しか し,m2

(湿り気)は早発症状としてp群特性とどのよ

うな時期的関係にあるかの考察が必要である｡

だがわれわれの記録表は,粘液の存在を前提と

しているので,粘液を感じられない時も含めた

湿潤感の時期とその健比較することはで きな

い｡今後の検討が必要であるが,その場合次の

点も同時に確めることが望まれる｡ m2の中に

｢排尿 したような下着の濡れ｣を訴えるものが

ある｡頚管粘液は水分量が多く4),それが下着に

吸収されると不溶性成分を感じにくい場合があ

るが,蓄産学17'の知見によれば,乳牛 ･和牛 ･

豚などの発情症状に,粘液徴候の他に頻尿 (少

塞)が必ずあげられている｡人の場合にも尿漏

れという現象を認めることができるのではない

だろうか｡

4. 粘液栓の観察頻度

粘液栓は1度に脱出する場合と,寸断されて

複数日にわたって自覚される場合とがあるよう

である｡ 1回の脱出でも,粘液栓の量及び,腺

から外陰を経て体を離れて観察された場所によ

り,種々の様相を呈する｡従って一つの特性が

常に観察されることは望めない｡ Keefe18) は,

粘液栓を観察できる女性は約30%であると語っ

ている｡それが下垂する粘液栓のみとすると本

調査の p2とほぼ同率である｡ しかし,排卵期

以前に初発症状として現われたp特性観察者の

合計は52%にしかならず,実用化の上で満足で

きる結果とはいえない｡pとmの区別ができな

い日が,この時期でも37%を越えていたことか

ら,指導の徹底の必要性を感じる｡

いずれにしても,短大1回生は母性機能の再

発見という意味では相当の関心を持って望んだ

ようであるが,家族計画的認識は乏しい｡それ

に対して,主婦や婚約期の女性ならばより熱心

に取り組み,観察率の増加も得られるのではな

- 78-
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いかと期待される｡

今後の課題として次のことがあげられる｡

1) pとmに分けないで特性問の組み合せを

自由にすることにより,粘液徴候の時間的変化

を客観化する必要がある｡ そのためには化学的,

物理的分析の裏づけも必要である｡

2) 粘液出現時期を荻野学説によらないで,

基礎体温変化に合せて表現することにより,粘

液栓がピーク徴候およびlastdayより6日以前

に自覚されることを確かめなければならない｡

そのためには対象を20才以上の成熟婦人に変え

るとともに,最初から徴候と体温の観察を実施

させてみる必要がある｡

要 約

短大1回生の約半年間の観察の結果,正常な

547周期に関して次のことがわかった｡

1) 粘液徴候は84%の者に認められた｡

2) 粘液観察者のうち,79%の者が粘液栓p

と頚管粘液m とを判別 した｡但 し,観察延日数

では分類できた日数は57%であった｡

3) p群粘液観察者の96%,m群観察者の89

%が各々の特性を分類 した｡

4) p,m各々の特性を番号によって記録さ

せた結果,p群は平均出現日数,初発出現率,

排卵前期での出現率のいずれにおいてもm群に

先行 し,粘液栓の特性と認められた｡

5) p群の個々の特性の初発率は47-70%の

範囲であった｡

6) pの特性の中で観察者が一番多かったの

は p2(外陰部に下垂)で32%であった｡

7) p群の何 らかの特性を分類 した者は54%

であった｡
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